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Top Message 事業ハイライト

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、平素より温かいご支援と格別のご高配を賜

り、厚く御礼申し上げます。

当第2四半期累計期間（2014年4月1日から2014年9月30日まで）におけるわが国経済は、政府主導による日本再興戦略に

より、設備投資や輸出企業の業績が徐々に好転し、緩やかな回復基調が続いてまいりました。

米国の株式市場は、企業業績は堅調なものの、中国の景気動向、中東及びウクライナ情勢などの地政学リスクなどから、今後、

下振れリスクが懸念されております。

また、欧州の株式市場におきましても、景気低迷から、新たな金融緩和策や景気刺激策への期待の高まりはあるものの、世界

経済の先行き懸念は払拭されない状況であります。

一方、国内株式市場は、一時的な調整局面があるものの、日銀の追加金融緩和・円高是正に伴う企業業績の上方修正・ＧＰＩＦ

（年金積立金管理運用独立行政法人）の運用方針変更による国内株式への運用拡大などから、投資家の株式市場への期待は

高いと思われます。

国内経済の復調から企業の設備投資やＭ＆Ａは積極的となり、資本市場での資金調達は活発となっております。

このような環境のもと、当社は、成長支援投資として、継続的な成長支援や企業価値の向上に積極的に取り組んでまいりました。

さらには、新興市場企業を中心に資本市場での資金調達ニーズは継続すると予想され、当社の投資銀行業務の主力事業であ

るエクイティファイナンス引受業務の役割も、より重要性を増してくると思われます。

引き続き、新興市場及び小型株市場の企業を対象とした資金調達支援や、再生企業向けの資本政策や成長戦略を側面から支

援する投資銀行業務を展開し、通期におきましても過去最高益を目指してまいります。

今後とも皆様方の一層のご支援、ご愛顧を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

■ 各指標とも大幅伸長（前期比）

2013年9月 2014年9月

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

1,761

5,152
売上高
2.9倍

2013年9月 2014年9月

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

2013年9月 2014年9月

1,000

1,200

1,400

1,600

800

600

400

200

0

1,402純利益
4.4倍

2013年9月 2014年9月

7,000

5,000

6,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

4,108

6,497
純資産
1.6倍

純利益
1人

3.6倍
63,727

■ 当社の成長戦略

2事業による
安定した収益構造
確固たる経営基盤

投資銀行業務 事業投資

共同事業投資
ブランド投資
※長期投資部門

～上場企業向け～
成長支援投資
再生支援投資

（百万円）

（百万円） （百万円）

（千円）

2014年12月

代表取締役会長 兼 CEO　竹井博康

株主の皆様へ 業績サマリー
2015年3月期第2四半期の業績は、売上高（営業収益）が192.5％増（前年同
期比）の51.52億円、経常利益は313.2％増（同）の15.01億円、純利益は
336.4％増（同）の14.02 億円と前期に比べ大幅な増収増益となり、投資銀行
業務を開始して以来の過去最高益を達成いたしました。
中間期の各指標のハイライトとしては、売上高が2.9倍、純利益は4.4倍、1人
当たりの純利益は3.6倍、純資産は1.6倍と大幅に伸長（前年同期比）しており
ます。
当期間においては、新興市場向けの資金調達支援並びに事業再生に向けた成
長戦略を側面から支援する投資銀行業務を展開した結果、投資に対するリ
ターンを最大化することができました。

成長戦略
投資銀行業務と事業投資の2つの事業により、持続的な成長を実現するとと
もに、安定した収益構造と強固な財務体質を構築してまいります。

株主還元
経営の最重要課題は、復配であると捉えております。業績の拡大を図るととも
に資本政策等により、復配の早期実現を目指してまいります。

IR活動
当社事業や株式に対する興味を持っていただくため、機関投
資家向けのIR活動に加え、東京証券取引所やメディア、証券
会社主催のイベントへの参加出展等、個人投資家向けのIR活
動も積極的に実施しております。

  取締役管理本部長  秋田　勉
日経産業新聞フォーラム2014

321

17,886
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はがきや手紙が送れる
スマホアプリ

スタイリッシュなデザイン

執行役員
投資事業本部副本部長

槙野 冬樹
代表取締役社長

（Oakキャピタル 取締役）

スタジオ（JR東日本軽井沢駅2F）

長谷川 隆也

ファイナンス引受総額
6.5億円

（2013年8月実施）

KLab株式会社
東証１部　3656

ファイナンス引受総額
10億円

（2014年3月実施）

パス株式会社
東証マザーズ　3840

業界や業種問わず、客観的に見ても良い技術やアイデアを持っているにも関わらず市場での評価が
低い企業や、成長意欲の高いマネジメント及び経営者にフォーカスしています。
それぞれの企業が抱える課題や問題に対し、当社が持つ経験や知見、蓄積されたノウハウを生かし、
業績や企業価値の拡大が見込める企業に対し、資金支援・成長戦略構築支援など、当社が後押し出来
るあらゆる支援を提供しています。

■ 投資先選定について

FM軽井沢は、長野県軽井沢町にある唯一の放送メディアで、軽井沢の地元住民はもとより、別荘所
有者、観光客、全国のインターネットリスナーなど、多くの方々に親しまれています。

■ 事業内容

■ 主要株主

■ 注目の業界／業種　■ インターネット関連　■ メディア・コンテンツ関連　■ サービス関連

執行役員
投資事業本部

木戸 康行

これまでの経歴を活かし、主にICTやクロスボーダーというキーワードで投資先の選定を行っています。歴
史がある企業、新興企業ともに、持続的な成長を遂げていくには、強みや資産、アイデアを活かしていく知恵
やパワー、そしてリソースが必要です。また時代の移り変わりに伴い、新たな市場開拓や最新の技術なども
取り込んでいかなくてはなりません。
その様な成長可能性を秘めた企業を日々サーチし、眠れる強みや資産を活かしていくのも、私たちの使命です。

■ 投資先選定について

■ 注目の業界／業種　■ IoT※と親和性が感じられる業界、業種

東証JQS　4777
株式会社ガーラ

ファイナンス引受総額
5億円

（2014年3月実施）

東証JQS　3350
株式会社レッド・プラネット・ジャパン

ファイナンス引受総額
17.5億円

（2014年7月実施）

東証JQS　3323
レカム株式会社

ファイナンス引受総額
5.5億円

（2014年7月実施）

※ IoT（Internet of Things）とは、「あらゆるモノ」がInternetを通じて接続され、モニタリングやコントロールを可能にするといった概念・コンセプトのこと。

Oakキャピタル株式会社
信濃毎日新聞株式会社
信越放送株式会社（SBC）

株式会社長野放送（NBS）
株式会社八十二銀行
株式会社プリンスホテル

取締役

（Oakキャピタル　執行役員）
細田 和宏

代表取締役社長

（Oakキャピタル　執行役員）
磯村 康典

■一般ユーザ向け
　 ●ネットから手紙を送れるWebサービス「DigitalPOST」
　 ●ネットから手紙を送れるスマートフォンアプリ

■ 事業内容

■ 主要株主

Oakキャピタル株式会社
株式会社ソフトフロント
株式会社フライトホールディングス
東京リスマチック株式会社
株式会社日立システムズ

軽井沢エフエム放送株式会社

デジタルポスト株式会社

■パートナー向け
　 ●印刷・郵送クラウド／ASPサービス
　 ●印刷・郵送クラウド／APIサービス

PCやスマホから手紙やDMを送れる、デジタル郵便サービスを提供しています。

投資銀行部門 事業投資部門

東証JQG　4582
シンバイオ製薬株式会社

ファイナンス引受総額
15億円

（2014年12月実施）

ファイナンス引受総額
3億円

（2014年1月実施）

株式会社大泉製作所
東証マザーズ　6618

ファイナンス引受総額
6億円

（2013年10月実施）

株式会社アクロディア
東証マザーズ　3823
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Topics パスへの再生支援投資

財務基盤の強化および企業再生投資
■ 会社概要（2014年9月30日現在）

代 表 者 　代表取締役CEO　柴田 励司
設　　立　1990年（平成2年）5月
従業員数　10名
資 本 金 　8億46百万円
U R L http://www.pathway.co.jp/

■ 事業内容

1

Topics レッド・プラネット・ジャパンへの成長支援投資2

Topics レカムへの成長支援投資3

Topics シンバイオ製薬への成長支援投資4

戦略コンサルティング事業
決済代行事業・EC事業
旅行事業

■ グループ概要

2014年7月1日付で商号を「パス株式会社」に変更。
（旧商号：イー・キャッシュ株式会社）
同時に経営体制を刷新し、新たな収益事業の創造やグループ全体での収益拡大を図る。

■ 会社概要（2014年9月30日現在）

代 表 者 　代表取締役社長 兼 グループCEO　伊藤 秀博
設　　立　1994年（平成6年）9月
従業員数　228名（連結）
資 本 金 　7億4百万円
U R L http://www.recomm.co.jp/

■ 事業内容

ビジネスホン・デジタル複合機・セキュリティー商品・その他
OA機器の販売、設置工事及び保守サービスの提供、ホーム
ページ作成、携帯電話・PHSの販売、インターネット関連
サービスの提供及び前記事業のフランチャイズ展開、決済事業

「業界No.1企業」への飛躍に向けた成長支援投資

事業多角化推進に向けた成長支援投資
■ 会社概要（2014年9月30日現在）

代 表 者 　代表取締役社長　小野間 史敏
設　　立　1999年（平成11年）6月
従業員数　46名（連結）
資 本 金 　21億2百万円
U R L http://www.redplanetjapan.com/jp/welcome

■ 事業内容

（ホテル事業）クアラルンプールを拠点とした「チューングループ」とのフランチャイズ契約によるホテル運営
（飲食事業）持分法適用関連会社である株式会社キューズダイニングの子会社である株式会社スイートスターが手掛ける
　　　　　“カップケーキ”専門店『マグノリアベーカリー』等の運営
（ディストリビューション事業）連結子会社であるダイキサウンド株式会社が支援するアーティストの音楽CD・DVD販売

「スペシャリティ・ファーマ」を目指す成長戦略に
向けた成長支援投資
■ 会社概要（2014年9月30現在）

代 表 者 　代表取締役社長 兼 ＣＥＯ　吉田 文紀
設　　立　2005年（平成17年）3月
従業員数　72名
資 本 金 　80億80百万円
U R L http://www.symbiopharma.com/index.html

■ 事業内容

医薬品販売事業
がん、血液、自己免疫疾患の3領域に特化し、他社から新薬
候補品を取得し製品化。

■シンバイオ製薬は、多くのステークホルダーの皆さまと関わることで事業を展開しており、
企業理念である「共創・共生」の実現を通じ、企業価値を高めていくことが、ステークホル
ダーの皆さまへ果たすべき責任であると考えています。

東証マザーズ 3840 東証JQS 3323

東証JQS 3350

チューンホテル沖縄那覇
（2013年8月開業）

ビジネスフォン RET’S COPY UTM

マグノリアベーカリー
（2013年6月オープン）

サーバー モバイル 自社ブランドanoa

RET’s NET その他商材

戦略
コンサルティング

事業

戦略
コンサルティング

事業
ＥＣ事業ＥＣ事業 旅行事業旅行事業決済代行事業決済代行事業

※2014年7月より開始 ※2014年12月開始予定 ※100％子会社である
　「株式会社アトラス」
　にて運営。

ファイナンス引受総額
17.5億円

ファイナンス引受総額
10億円

ファイナンス引受総額
5.5億円

東証JQG　4582

ファイナンス引受総額
15億円

Topics 支援投資企業のご紹介

「患者さん」

「NPO・NGO」

「取引先」「社員」

「地域社会」

「行政」

「株主・投資家」

「パートナー」
（医師、製薬会社、科学者）

わかちあう、創薬の喜び。
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資産の部

流動資産

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

繰延資産

資産合計

負債の部

流動負債

固定負債

負債合計

純資産の部

株主資本

評価・換算差額等合計

新株予約権

純資産合計

負債純資産合計

売上高
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業損益（△は損失）
経常損益（△は損失）
　特別損益（△は損失）
税引前四半期純損益（△は損失）
法人税等合計

1,761
728
363
364
363
△ 41
321
0

321

1,894
△ 627
370
0

1,637
130
1,767

2,142
9

111
0

2,263
1,349
3,613

5,152
1,914
414
1,500
1,501
13

1,514
111
1,402

　
　

四半期純損益（△は損失）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の四半期末残高

当第２四半期末
（2014年9月30日）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（2014年4月1日～
2014年9月30日）

前第２四半期 当第２四半期
（2013年4月1日～
2013年9月30日）

（2014年4月1日～
2014年9月30日）

前第２四半期 当第２四半期
（2013年4月1日～
2013年9月30日）

前期末
（2014年3月31日）科　目 科　目

科　目

97
90
187

4,186
4
1

4,192
4,380

601
97
699

5,690
792
14

6,497
7,196

 ■ 貸借対照表  ■ 損益計算書

■ キャッシュ・フロー計算書  

3,941
427
55
3

368
11

4,380

6,756
432
56
3

372
7

7,196

資産合計＝前期末に比べ、28億
15百万円増加し71億96百万
円となりました。増加した主な要
因は、営業投資有価証券の投資
回収の進捗により現預金が増加
したこと及び営業投資有価証券
において当社が保有している上
場株式の株価上昇により帳簿価
額が増加したことによるもので
あります。

純資産合計＝前期末に比べ、23
億４百万円増加し64億97百万
円となりました。増加した主な要
因は、当期純利益の計上及び当
社が保有している上場株式の株
価上昇によりその他有価証券評
価差額金が増加したことなどに
よるものであります。

四半期純損益＝資金調達支援
並びに再生企業向けの資本政
策や成長支援を側面から支援
する投資銀行業務が好調に推
移した結果、収益が拡大したた
め、前年同期比10億81百万円
増加の14億2百万円の純利益
となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー＝
その主な要因は、税引前四半期
純利益の計上及び投資回収の
進捗により、営業投資有価証券
が減少したことなどにより、前年
同期比2億47百万円増加の
21億42百万円となりました。
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（百万円）

第152期 2013/3期 第153期 2014/3期

第２四半期 通期
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891

1,761

3,810

第154期 2015/3期

5,152

■ 売上高
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△138

△321

364
602

1,500

■ 営業損益

財務諸表（要旨） 業績の推移

投資銀行業務の成果と期待Oakキャピタルの株式市場での評価 - 株価と出来高の推移
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0

-300

-750

（百万円） 第2四半期 通期

△145

△735

321
522

1,402

■ 当期純損益

第152期 2013/3期 第153期 2014/3期 第154期 2015/3期

第152期 2013/3期 第153期 2014/3期 第154期 2015/3期

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（百万円） 総資産 純資産

1,4601,299

4,380 4,192

7,196 6,497

■ 総資産／純資産

第152期 2013/3期 第153期 2014/3期 第154期中間期
2015/3期

Point Point

Point

Point

前年同期比
33億
91百万円
増

前年同期比
10億
81百万円
増

前年同期比
11億
35百万円
増

前期末比
23億
4百万円
増

前期末比
28億
15百万円
増

新興市場企業（マザーズ・ジャスダック）を中心に、支援依頼が増加
当期より大型のエクイティファイナンス引受を実施
  ●１社当たり５～20億円の引受
2014年４月～９月の投資先企業のパフォーマンス
  ●投資先株価平均上昇率270％
  ●当中間期でキャピタルゲイン実績は19億円
Oakキャピタル投資銀行業務に対する投資家からの期待度は高い
  ●投資後の投資先企業の株価は、再生期待に上昇

2013年9月 2014年9月

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

5,985

20,044時価総額
3.4倍出来高・売買代金は

大幅増加

出来高4億2,000万株
（前期比 1.75 倍）

2014年4月～10月

売買代金1,183億円
（前期比 3.5 倍）

（百万円）
ⅰ.
ⅱ.

ⅲ.

ⅳ.

1000
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500

400

300

200

100

0

業績ハイライト

財務諸表（要旨）〔非連結〕 ※金額については、単位未満を切り捨て表示しております。
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株主メモ

■会社概要

商号
創業
設立
資本金
市場
主幹事証券
会計監査人
取引銀行

Oakキャピタル株式会社
1868年
1918年
34億52百万円
東証第二部（上場1949年）     
大和証券
監査法人 日本橋事務所
三井住友銀行、みずほ銀行、三菱東京UFJ銀行

■役員

代表取締役
会長 兼 CEO 竹井　博康

取締役

取締役

取締役※1

取締役※1

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

常勤監査役

監査役※2

監査役※2

監査役※2

秋田　勉

長谷川　隆也

尾関　友保

宇田　好文

槙野　冬樹

磯村　康典

木戸　康行

細田　和宏

髙橋　英也

永野　義一

坂井　眞

廣瀬　元亮

管理本部長 兼 経理財務部長

事業戦略室長

元アクセンチュア（株） パートナー

元(株)NTT ドコモ代表取締役副社長

投資事業本部 副本部長

投資事業本部

投資事業本部

投資事業本部

弁護士

弁護士

発行可能株式総数………………………
発行済株式の総数………………………
株主総数………………………………………… 強みを生かし企業を育てる

86,000,000 株
47,828,620 株

19,694 名

※ 1. 会社法第2条第15号に定める社外取締役です。
※ 2. 会社法第2条第16号に定める社外監査役です。 

事業年度

定時株主総会

配当金受領株主確定日

株主名簿管理人
（郵便物送付先） 

4月1日から翌年の3月31日まで
毎年6月
3月31日及び中間配当金の支払いを行うときは9月30日
〒107-8666 東京都港区北青山一丁目2番3号
株式会社アイ・アール ジャパン
電話0120-975-960（通話料無料）

 

 

● 住所変更、単元未満株式買取・買増等のお申し出先について
 株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
 なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の
口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

● 株主様のご住所・お名前に使用する文字に関してのご案内

注）持株比率は、自己株式 (27,731株 )を控除して計算しております。 

2014年6月27日より、株主名簿管理人を株式会社アイ・
アール ジャパンに変更しました。

大株主　上位10名 
 株主名 所有株式数 持株比率

山崎 光博
エルエムアイ株式会社
株式会社SBI証券
日本証券金融株式会社
楽天証券株式会社
竹井 博康
マネックス証券株式会社
BNPパリバ証券株式会社
バンクオブニューヨーク メロン  エスエー エヌブイ フォー ビー 
エヌワイ ジーシーエム クライアント アカウント イー エルエス シーピー
（常任代理人株式会社三井住友銀行）
五味 大輔

 3,614
2,545
2,207
1,288
932
895
698
690

585
550

千株 7.56
5.32
4.62
2.69
1.95
1.87
1.46
1.44

1.22
1.15

％
  

  
  

  
　  

  
  

  
  

日時：2014年9月5日（金）
会場：イイノホール
　　 Oakキャピタル協賛

政府による経済・金融政策に対する期待感から国内経済は緩やかな回復基調がみられ、それに
伴い、企業は積極的な設備投資や事業投資に向かうことが予想されております。
このような環境のもと、当社は2014年9月5日に、日経産業新聞フォーラム2014「再生・成長
企業分析～新興市場の今後の展望～」に協賛。
元イー・アクセス代表取締役社長の千本倖生氏、スガシタパートナーズ代表の菅下清廣氏に基
調講演を、当社の投資先である新興上場企業4社の代表者にもご登壇いただき、企業再生・躍
進のための「経営改革」をテーマに、「新たな経営力」で企業を再生、再成長を実現してきた事例
の紹介と、企業価値の向上と成長戦略についての展望などについて語っていただきました。
当日は、多くの企業経営者、ビジネスマン、個人投資家の方々にご来場いただき、大盛況の内に
終了いたしました。

日経産業新聞フォーラム2014は大盛況「再生・成長企業分析」
～新興市場の今後の展望～

会社概要 株式の状況2014年9月30日現在 2014年9月30日現在 日経産業新聞フォーラム2014のご報告

株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前の文字に、株式会社証券保管振替機構
（ほふり）が振替制度で指定していない漢字等が含まれている場合は、その全部または
一部をほふりが指定した文字またはカタカナに変換して、株主名簿にご登録いたして
おります。このため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した文字に
置換えられる場合がありますのでご了承ください。株主様のご住所・お名前として登録
されている文字については、お取引の証券会社等にお問い合わせください。
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URL: http://www.oakcapital.jp/ir/index.html で検索してください。または Oakキャピタル IR 検索

http://www.oakcapital.jp/

  

 

〒107-0052
本　　　　社
投資事業本部

証券コード ： 3113

東京都港区赤坂八丁目10番24号　住友不動産赤坂ビル
TEL.03-5412-7474　FAX.03-5412-8282
TEL.03-5412-7700　FAX.03-5412-8811

IRサイト紹介

● 株主の皆様へ

● Oakの強み

https://www.facebook.com/oakcapital.jp
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